
12
月
議
会
は
11
月
に
行
わ

れ
た
市
議
選
後
、
初
め
て
の

議
会
で
、
12
月
６
日
か
ら
22

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
21
で
、
陳
情
１
，

請
願
１
を
討
論
し
ま
し
た
。

請
願
「
国
へ
加
齢
性
難
聴
者

補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

の
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
可

決
と
な
り
ま
し
た
が
、
陳
情

「
天
王
台
４
丁
目
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
環
境
問
題
改
善
指
導
」

は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の
質

問
は
12
月
14
日
に
行
わ
れ
、

傍
聴
席
に
は
20
名
位
集
ま
り
、

市
民
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

質
問
の
冒
頭
、
議
長
か
ら

１
議
員
欠
席
、
１
議
員
遅
刻

の
報
告
が
あ
り
、
理
由
は
明

ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

首
を
か
し
げ
ま
し
た
。

岩
井
議
員
は
２
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

54
の
市
の
施
設
の
中
で
、
太

陽
光
発
電
を
行
っ
て
い
る
施

設
は
わ
ず
か
９
施
設
で
、
10

年
前
に
調
査
し
た
き
り
で
そ

の
後
調
査
を
し
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

早
急
な
調
査
と
増
設
の
要
求

を
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
９
月
議
会
に

続
く
質
問
で
、
我
孫
子
市
に

ふ
さ
わ
し
い
手
賀
沼
に
つ
い

て
で
す
。

手
賀
沼
に

は
２
つ
の

漁
協
が
あ

り
３
・

11

後
、
魚
の
販
売
が
で
き
ま
せ

ん
。
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
は
50

ベ
ク
レ
ル
/
kg
以
下
で
す
。

令
和
５
年
の
調
査
で
は
９
・

２
ベ
ク
レ
ル
/
kg
で
す
が
、

現
在
も
自
粛
し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
手
賀
沼
と
な
る

よ
う
訴
え
ま
し
た
。

船
橋
議
員
の
初
質
問
は
３

つ
で
す
。

１
つ
目
は
、
歩
道
の
改
善

で
す
。
国
道
３
５
６
号
か
ら

二
本
榎
踏
切
間
の
道
路
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
又
は
安
全
ポ
ー
ル

の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

二
本
榎
踏
切
は
船
橋
議
員

が
毎
朝
子
ど
も
の
見
守
り
を

続
け
て
い
る
場
所
で
す
。

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
可
能
と

の
市
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
平
和
宣
言
都

市
を
掲
げ
る
我
孫
子
市
で
、

広
島
・
長
崎
の
よ
う
に
原
爆

投
下
日
に
市
民
に
黙
と
う
を

防
災
無
線
等
で
知
ら
せ
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
市
の

回
答
は
８
月
に
平
和
式
典
を

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
広
報

あ
び
こ
で
周
知
し
て
い
る
と

提
案
に
難
色
を
示
し
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
選
挙
の
投
票

率
UP
で
す
。
投
票
所
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
自

宅
か
ら
近
い
と
は
限
ら
ず
、

投
票
率
の
低
下
の
一
因
で
は

と
追
及
し
ま
し
た
。
市
の
回

答
は
全
投
票
所
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ぶ
に
は
お
金
が
掛
か

り
、
つ
な
が
ら
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
り
、
で
き
な
い
と

の
事
で
し
た
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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日本共産党我孫子南地域後援会

発行責任者 木村 文次

南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

元
日
は
初
詣
を
終
え
自
宅
で
く
つ

ろ
い
で
い
ま
し
た
▼
携
帯
に
緊
急
地

震
速
報
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
能
登
半

島
で
の
最
大
震
度
７
の
地
震
を
知
り

テ
レ
ビ
で
は
輪
島
の
朝
市
通
り
の
大

火
災
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
▼
日

を
追
う
ご
と
に
被
害
の
大
き
さ
を
実

感
し
て
い
き
ま
す
。
石
川
で
は
住
宅

被
害
が
約
４
・
６
万
軒
、
死
者
は
災

害
関
連
死
を
含
め
２
４
０
名
に
な
り

一
時
３
・
３
万
人
が
避
難
所
に
身
を

寄
せ
ま
し
た
▼
道
路
の
陥
没
や
交
通

網
の
寸
断
、
津
波
、
操
業
不
能
の
漁

港
、
土
砂
崩
れ
の
被
害
や
液
状
化
で

傾
く
家
な
ど
悲
惨
で
す
▼
停
電
や
断

水
の
復
旧
も
急
務
で
す
。
断
水
の
復

旧
に
は
３
、
４
月
ま
で
か
か
り
ま
す

▼
余
震
が
続
き
救
助
活
動
と
共
に
寒

い
避
難
所
や
自
宅
等
で
避
難
し
て
い

る
方
へ
の
一
刻
も
早
い
国
や
自
治
体

の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
▼
志
賀
原
発

で
は
核
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
ポ
ン
プ

が
一
時
停
止
し
、
避
難
す
る
道
路
も

寸
断
さ
れ
、
避
難
計
画
が
机
上
の
空

論
と
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
は
即

廃
止
す
べ
き
で
す
。
▼
２
日
は
羽
田

空
港
で
日
本
航
空
機
と
海
上
保
安
庁

の
航
空
機
の
衝
突
事
故
が
▼
日
航
機

の
乗
客
乗
員
３
７
９
名
は
炎
上
す
る

中
、
危
機
一
髪
の
脱
出
で
無
事
で
し

た
が
海
保
機
の
乗
員
５
名
が
亡
く
な

り
ま
し
た
▼
羽
田
は
国
際
空
港
化
で

超
過
密
状
態
で
人
員
配
置
が
充
分
だ
っ

た
か
も
検
証
し
て
頂
き
た
い
。
（
Ｔ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９３０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

岩
井
議
員
の
質
問

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

多数の死者を出し避難所での生活

や寒さなど心が痛みます。次の方

法で救援募金をお預かりします

●郵便振替

口座番号：00170-9-140321

加入者氏名：日本共産党災害募金

係

通信欄に「能登半島地震募金」と

記入下さい。手数料は負担下さい

●又は、お知り合いの党員にお渡

し下さい。必ずお届けします

▼我孫子市南近隣センター

（けやきプラザ８階和室）

▼2月17日(土)14:00から

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

船
橋
議
員
の
質
問

初質問に立つ船橋優議員

12月議会報告

傍聴記

能登半島地震災害募金 新春懇談会のお知らせ

当日は市議を迎えての市政報

告を予定しています。

新しい年を迎えて国政・市政・

暮らしの事など自由に話せる

場にしますのでこぞって参加

下さい。

我
孫
子
駅
の
「
み
ど
り

の
窓
口
」
が
１
月
31
日
を

も
っ
て
営
業
終
了
し
ま
し

た
。
（
今
月
か
ら
は
「
オ

ペ
レ
ー
タ
と
話
せ
る
指
定

席
券
売
機
」
で
購
入
）

私
の
学
生
時
代
、
夏
休

み
旅
行
の
列
車
の
指
定
席

券
を
購
入
す
る
た
め
、
乗

車
一
週
間
前
（
当
時
）
の

発
売
日
に
、
午
前
10
時
の

発
売
開
始
前
の
６
時
か
ら

窓
口
前
に
並
び
ま
し
た

（
そ
れ
で
も
第
一
希
望
の

列
車
は
発
売
即
満
席
で
涙
）

指
定
席
券
に
限
ら
ず
、

以
前
は
プ
ロ
野
球
や
コ
ン

サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入

の
た
め
に
前
日
か
ら
徹
夜

（
一
週
間
前
か
ら
も
）
で

並
ぶ
の
も
当
た
り
前
で
し

た
。
今
で
は
並
ば
な
く
て

も
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
も
チ
ケ
ッ

ト
が
買
え
ま
す
。
「
並
ん

で
買
う
」
と
い
う
文
化
は

終
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
人
気
の
ラ
ー
メ
ン

店
や
ス
イ
ー
ツ
店
を
除
い

て
は
。

（
緑

Ｓ
）

我孫子駅「みどりの窓口」営業終了
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今
回
は
「
大
字
我
孫
子
」
の

お
お
あ
ざ

南
側
を
巡
り
ま
す
。
県
道
船
取

線
と
３
５
６
号
（
旧
水
戸
道
）

の
交
差
点
か
ら
出
発
し
ま
す
。

３
５
６
号
を
東
に
進
み
北
側

の
「
塩
尻
公
園
」
を
入
っ
た
所

が
「
大
字
我
孫
子
」
の
飛
び
地

で
す
。
現
在
約
30
軒
の
宅
地
が

並
び
ま
す
が
、
な
ぜ
大
字
我
孫

子
の
ま
ま
残
っ
た
の
か
は
良
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
表
札
に
は

「
我
孫
子
１
７
８
０
番
地
」
の

表
示
が
あ
り
、
昔
は
「
字
塩
尻
」

の
一
部
で
し
た
。
西
は
「
寿
２

丁
目
」
、
東
は
「
高
野
山
」
に

囲
ま
れ
た
狭
い
地
域
で
す
。

戻
り
、
南
側
に
「
我
孫
子
市

消
防
本
部
・
南
消
防
署
」
が
あ

り
、
そ
の
手
前
の
小
道
の
傍
に

八
角
柱
の
「
子
大
権
現
道
」
と

ね
の

刻
ま
れ
た
灯
籠
道
標
が
あ
り
ま

と
う
ろ
う
み
ち
し
る
べ

す
。
こ
こ
か
ら
県
道
船
取
線
ま

で
と
、
市
役
所
の
裏
ま
で
が

「
大
字
我
孫
子
」
で
、
昔
は

「
字
並

塚
」
の
一
部
で
し
た
。

あ
ざ
な
ら
び
づ
か

小
道
を
入
る
と
「
東
邦
病
院
」

手
前
の
階
段
に
続
き
ま
す
。
こ

こ
か
ら
「
子
の
神
大
黒
天
」
へ

ね
の
か
み

道
が
続
き
ま
す
。

階
段
手
前
を
南
に
向
か
い
ま
す
。

途
中
路
地
が
い
く
つ
も
あ
り
、

高
齢
者
介
護
施
設
を
過
ぎ
る
と

「
我
孫
子
市
役
所
」
で
す
。

市
役
所
か
ら
船
取
線
へ
の
坂

道
に
は
、
以
前
法
務
局
出
張
所

が
あ
っ
た
名
残
で
「
司
法
書
士

事
務
所
」
が
並
び
ま
す
。

坂
を
下
り
南
に
向
か
う
と

「
ハ
ケ
の
道
」
が
あ
り
ま
す
が
、

途
中
で
行
き
止
ま
り
で
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
の
地
名
と

歴
史
」

その６８

塩尻公園と住宅

灯籠道標と小道 南消防署

東別館と看板市役所前坂道

Ｎ

★市役所

★塩尻公園

船取線

階段

ふれあい
ライン

356号
★灯籠道標

我孫子

高野山

高齢者介護施設

ハケの道

成田線寿２

我孫子

字塩尻

字並塚

西消防署★

交
直
流
用
３
ド
ア
赤
電
（
４

０
１
系
）
は
１
９
６
０
年
８
月

に
落
成
。
先
ず
既
に
交
流
電
化

で
開
業
し
て
い
る
東
北
本
線
で

運
転
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
電
化
工
事
が
完
成

し
た
常
磐
線
取
手
以
北
で
、
取

手
―
藤
代
間
デ
ッ
ト
セ
ク
シ
ョ

ン
で
の
交
直
流
切
り
換
え
を
含

め
た
運
転
試
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
年
末
年
始
の
帰
省

ラ
ッ
シ
ュ
の
期
間
中
は
運
転
試

験
を
行
わ
な
い
た
め
、
上
野
―

福
島
間
の
臨
時
準
急
列
車
と
し

て
運
転
さ
れ
ま
し
た
。
試
験
中

の
電
車
で
営
業
運
転
と
は
、
今

で
は
あ
り
え
な
い
事
で
す
が
、

新
幹
線
も
高
速
バ
ス
も
な
い
時

代
、
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
の
混
雑
解

消
に
は
何
で
も
あ
り
で
し
た
。

１
９
６
１
年
６
月
１
日
、
取

手
―
水
戸
間
電
化
開
業
を
迎
え

ま
し
た
。
１
４
４
９
年
の
取
手

電
化
か
ら
実
に
12
年
の
歳
月
が

か
か
り
ま
し
た
。

取
手
―
水
戸
間
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
待
望
の
電
車
、
し
か

も
新
型
車
両
と
く
れ
ば
大
喜
び
・
・

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
ド
ア
赤
電
（
４
０
１
系
）

は
1
編
成
４
両
で
、
最
大
８
両

で
の
運
用
で
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
通
勤
時
間
帯
に
、
蒸
気
機
関

車
が
12
両
の
客
車
を
牽
引
し
て

い
た
列
車
を
電
車
８
両
に
置
き

替
え
た
た
め
に
座
席
数
が
減
少

し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
通
勤
客
か
ら
は
苦

情
が
相
次
ぎ
、
車
掌
が
吊
し
上

げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
新
型
車
両
の
電
車
に

は
予
備
車
が
な
か
っ
た
の
で
、

６
月
26
日
か
ら
通
勤
時
間
帯
の

上
下
２
本
の
電
車
列
車
を
、
電

化

開

業

前
の

12

両

編

成

の

蒸

気

機

関

車

牽

引

の

客
車
列
車
に
置
き
替
え
る
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

取
手
―
水
戸
間
電
化
開
業
か

ら
10
年
後
の
１
９
７
１
年
４
月
。

常
磐
線
複
々
線
化
・
快
速
―
各

駅
停
車
分
離
運
転
に
よ
り
、
上

野
―
取
手
間
の
快
速
電
車
を
、

そ
れ
ま
で
の
10
両
か
ら
８
両
に

減
車
し
た
こ
と
に
よ
り
大
混
雑

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
引
退
予
定
の
旧

型
車
両
を
急
遽
復
活
し
て
本
数

を
増
や
し
た
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
10
年
前
の
教
訓
が
活
か

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
緑

竹
内
）

36

「
川
平
湾
（
か
び
ら
わ
ん
）
」

若
松
・
高
橋
祥
子

能
登
半
島
地
震
の
大
被
害
は
「
明
日

は
我
が
身
か
」
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
、
我
が
家
の
地
震
対
策
を
改

め
て
点
検
し
て
み
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
冷
蔵
庫
に

２
０
０
０
ml
入
り
の
水
が
入
っ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
２
本
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ

ジ
オ
と
懐
中
電
灯
・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は

い
ず
れ
も
電
池
切
れ
と
い
う
あ
り
さ
ま
。

い
か
に
日
頃
の
備
え
を
怠
っ
て
き
た
か

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
玄
関
の
靴
入
れ
に
は
緊
急
用

呼
子
笛
と
黄
色
い
タ
オ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
町
会
か
ら
配
布
さ
れ
た
も

の
で
、
震
度
５
以

上
の
時
、
安
否
確

認
用
に
タ
オ
ル
を

外
に
出
し
て
お
く

と
い
う
も
の
で
す
。

良
い
方
法
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
説
明

会
や
避
難
訓
練
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
避
難
、
そ
し
て
生
き
る
た
め

に
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
の
復
旧
が

何
よ
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

１７


